
国
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
ア
ピ
ー
ル 

「
戦
争
国
家
づ
く
り
」
を
許
さ
ず
、「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す
る
政
府
を
」
の
声
を
広
げ
よ
う 

 

み
な
さ
ん 

２
０
２
２
年
２
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
・
殺
戮
が
い
ま
も
続
い
て
い
ま
す
。
中
東
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
・

ガ
ザ
地
区
で
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
攻
撃
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
死
者
は
３
万
５
０
０
０
人
を
超
え
、
そ
の
７
割
は
子
ど
も
と
女
性
で
す
。
国
際
社
会
は
、
国
連
憲
章
・

国
際
法
に
も
と
づ
く
解
決
を
求
め
て
い
ま
す
。
関
係
国
に
対
し
て
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
ロ
シ
ア
軍
の
即
時
撤
退
・
戦
争
終
結
」「
ガ
ザ
攻
撃
中
止
と
即
時
停
戦
」

の
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。 

私
た
ち
は
本
日
、
第

38

回
全
国
総
会
を
開
き
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
よ
る
核
使
用
の
威
嚇
、
バ
イ
デ
ン
米
政
権
に
よ
る
未
臨
界
核
実
験
の
強
行
な

ど
、
核
保
有
国
が
核
脅
威
を
強
め
て
い
る
も
と
で
、
あ
ら
た
め
て
「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す
る
政
府
」「
非
核
の
政
府
」
の
実
現
を
め
ざ
す
決
意
を
固
め
あ
い

ま
し
た
。 

 み
な
さ
ん 

 

岸
田
政
権
は
い
ま
、
末
期
的
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
春
の
３
つ
の
衆
院
補
欠
選
挙
、
東
京
・
目
黒
、
港
両
区
長
選
挙
で
、
国
民
の
厳
し
い
審
判
の
前
に
、

自
民
候
補
や
自
民
相
乗
り
候
補
が
相
次
ぎ
敗
北
し
た
こ
と
は
、
そ
の
端
的
な
表
れ
と
言
え
ま
す
。 

岸
田
政
権
は
、
４
月
の
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
と
の
首
脳
会
談
で
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
や
武
器
輸
出
、
５
年
間
で

43

兆
円
も
の
大
軍
拡
を
誇
示
し
、
自

衛
隊
と
米
軍
の
指
揮
統
制
機
能
の
一
体
化
ま
で
約
束
し
ま
し
た
。
日
米
同
盟
を
か
つ
て
な
く
危
険
な
も
の
に
変
質
さ
せ
て
バ
イ
デ
ン
米
政
権
が
も
く
ろ
む
対
中
国

包
囲
網
の
軍
事
同
盟
・
核
軍
備
の
強
化
に
追
随
し
て
い
ま
す
。 

内
政
で
は
、
自
民
党
の
裏
金
問
題
で
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
な
が
ら
、
大
増
税
と
大
軍
拡
の
「
戦
争
国
家
づ
く
り
」
を
推
進
し
、
円
安
や
物
価
高
騰
に
は
無
策
で
、

く
ら
し
や
営
業
、
福
祉
や
子
育
て
を
押
し
つ
ぶ
す
政
治
を
強
行
し
て
い
ま
す
。
憲
法
９
条
改
悪
の
執
念
も
捨
て
て
い
ま
せ
ん
。 

い
ま
こ
そ
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
を
再
構
築
し
て
新
し
い
政
治
を
実
現
す
る
と
き
で
す
。
沖
縄
県
議
選
挙
（
６
月

16

日
投
票
）、
東
京
都
知
事
選
挙
（
７
月
７

日
投
開
票
）
の
勝
利
で
岸
田
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
み
、
総
選
挙
で
自
民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ
、
国
民
の
要
求
が
実
現
す
る
政
治
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。 
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核
兵
器
禁
止
条
約
（
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
が
発
効
し
て
３
年
、
批
准
は

70

ヵ
国
、
署
名
は

93

ヵ
国
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
第
２
回
締
約
国
会
議
は
、
94

ヵ
国
の
政
府
、
被
爆
者
や
市
民
社
会
の
代
表
ら
が
参
加
し
、「
核
抑
止
力
」
を
き
っ
ぱ
り
と
否
定
し
、「
核
兵
器
の
禁
止
を
堅
持
し
、
そ
の
破
滅
的
な
結
果
を
回
避

す
る
た
め
の
私
た
ち
の
誓
約
」
と
い
う
「
政
治
宣
言
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
て
大
き
な
成
功
を
お
さ
め
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
や
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
核
の
威
嚇
発

言
が
相
次
い
で
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
は
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
国
際
的
批
判
の
拠
り
所
と
な
っ
て
核
保
有
国
の
手
を
縛
っ
て
核
使
用
を
抑
え
る
力
を
発
揮
し
、
〝

核
兵
器
の
な
い
世
界
〟
へ
進
む
大
き
な
〝
希
望
〟
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
実
効
力
、
規
範
力
を
よ
り
強
く
し
、「
核
抑
止
力
」
論
を
打
破
す
る
た
め
に
も
、

「
核
兵
器
の
非
人
道
性
」
の
圧
倒
的
な
国
際
世
論
が
重
要
で
あ
り
、
広
島
・
長
崎
の
被
爆
体
験
を
も
つ
日
本
の
政
治
、
市
民
社
会
の
役
割
発
揮
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

こ
の
と
き
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
の
政
府
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
を
含
む

35

ヵ
国
が
締
約
国
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
れ
を
拒
否
し
ま
し
た
。
被
爆
者
・
国
民
に
対
す
る
背
信
で
あ
る
ば
か
り
か
、
世
界
に
も
「
日
本
が
い
な
い
の
は
お
か
し
い
」
と
失
望
を
広
げ
ま
し
た
。
ま

た
、
国
連
総
会
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
参
加
を
促
す
決
議
に
６
年
連
続
で
反
対
し
て
い
ま
す
。
岸
田
政
権
が
、
国
民
多
数
の
声
に
背
を
向
け
、
被
爆
国
と
し
て
の
国
際
的

責
務
を
果
た
す
ど
こ
ろ
か
、
ア
メ
リ
カ
の
「
核
抑
止
」
に
し
が
み
つ
き
、
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
に
反
対
し
続
け
る
か
ら
に
は
、
私
た
ち
国
民
の
声
と
運
動
で
、「
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
に

参
加
す
る
政
府
」「
非
核
の
政
府
」
の
実
現
を
め
ざ
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 
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１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
は
、
あ
ら
た
め
て
地
震
多
発
国
日
本
に
立
地
す
る
原
発
の
危
険
性
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
を
機
に
、
石

川
県
民
だ
け
で
な
く
多
く
の
国
民
が
、
現
状
の
地
震
・
津
波
の
想
定
に
疑
問
を
抱
き
、
原
発
事
故
の
避
難
計
画
が
文
字
通
り
〝
絵
に
描
い
た
餅
〟
で
あ
り
、
地
震
・

津
波
と
原
発
事
故
が
重
な
っ
た
複
合
災
害
の
重
大
な
危
険
性
を
再
認
識
し
、
原
発
反
対
の
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

原
発
回
帰
政
策
に
転
換
し
た
岸
田
政
権
が
前
面
に
立
っ
て
既
設
原
発
の
再
稼
働
を
加
速
さ
せ
、
新
増
設
ま
で
企
ん
で
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
二
度
と
原

発
事
故
で
被
災
し
な
い
た
め
に
は
、
早
急
に
全
国
の
原
発
の
運
転
を
停
止
し
、
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
へ
の
転
換
で
脱
炭
素
・
原
発
ゼ
ロ
の
日
本
を
つ
く
る
こ
と
こ
そ
、

最
も
現
実
的
で
根
本
的
な
解
決
策
で
す
。「
原
発
の
新
増
設
、
再
稼
働
は
許
さ
な
い
！
」「
今
こ
そ
原
発
ゼ
ロ
の
決
断
を
」
の
声
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。 

 み
な
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広
島
と
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
か
ら

79

年
、
原
水
爆
禁
止
２
０
２
４
年
世
界
大
会
が
８
月
３
日
～
９
日
、
被
爆
地
の
広
島
・
長
崎
で
、
現
地
参
加
を
中
心
に
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
、
世
界
大
会
直
前
に
２
０
２
６
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の
第
２
回
準
備
委
員
会
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
、
９
月
か
ら
は
第

79

回
国
連
総
会
が
、
ま
た
来
年
３
月
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
第
３
回
締
約
国
会
議
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
開
か
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
会
議
を
節
目
と
し
て
、

核
保
有
国
に
核
廃
絶
合
意
の
履
行
を
迫
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
規
範
力
を
強
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

世
界
大
会
を
大
き
く
成
功
さ
せ
、
世
界
の
市
民
社
会
の
声
と
行
動
の
結
集
を
は
か
る
と
き
で
す
。
ビ
キ
ニ
被
災

70

年
の
今
年
か
ら
来
年
８
月
の
被
爆

80

年
に

む
け
た
「
非
核
日
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
呼
応
し
て
、
被
爆
者
と
と
も
に
被
爆
の
実
相
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
を
さ
ら
に
強
く
発
信
し
、
一
日
も
早
く
核
兵
器
の

な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
に
力
を
合
わ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

２
０
２
４
年
６
月
８
日 
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